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クロマグロ仔魚の初期減耗率は,夜 間に発生

する沈降死により非常に高い。1)クロマグロの種

苗生産現場では,仔 魚の沈降防止を目的に,夜

間に通気量を増加させて仔魚飼育を行っている。

そして,こ れまでに,夜 間通気量の増加 による初

期生残率の向上効果が明らかにされてきた。しか

し,仔 魚の沈降に関与する鮭の開腔の成否との

関係については明らかではない。また,強 い通気

による振動や気泡の接触は,仔 魚のストレスや物

理的障害になると懸念されている。夜間通気量の

増加 による沈降防止法を種苗生産過程の中で常

法として確立するためには,こ れらの問題を解決

する必要がある。そこで,本 研究では,鱒 の開腔

状況と仔魚の沈降の関係 について調査し,夜 間

の強い通気による影響を沈降防止処理以降の仔

魚の成長および生残から評価した。

試 料 お よび方 法

鱒 の 開腔率 の観 察 本学 水産 養殖 種 苗センタ

ー奄 美事 業場 で得 られたクロマグロ受精 卵8000

粒 を,5001ポ リカー ボネイト水 槽 へ収 容 し,卵孚化

後8日 まで飼 育 を行 った。通気 量 は 日中300

ml/min,夜 間1500ml/minと した。飼 育水 槽へ の

ナンノクロロプ シスの添加 およびワムシの給餌 は,

卵孚化後2日 目か ら行 った。毎 日水量 の20%海 水

を交換 した。艀 化後60目 と7日 目の消 灯後 に海

水を満たした5001水 槽 へ仔 魚100個 体 を移動 し

た。夜 間の通気 量 は300m1/minと した。移 動6時

間後,水 槽底面に沈降している仔魚および循環

流と共に浮遊している仔魚をシリコンチューブで

採集し,開 腔状況を顕微鏡下で観察した。

通気ストレス実験 夜間通気量を300お よび3000

m1/minに 設定した5001水 槽に受精卵を8000粒

収容し,上 記と同様の餌料系列で卵孚化後10日 目

まで飼育を行い,生 残率算出と全長測定を行った。

その後,各 実験 区から仔魚500個 体を,通 気量を

終 日250m1/minに 設定した2001ポ リカーボネイト

水槽へ実験区毎に収容し,艀 化後14日 目まで飼

育した。餌料系列は,ワ ムシおよびアルテミアを給

餌した。実験最終 日に生残率算出と全長測定を

行った。

結果

魚票の開腔 率 の観 察 の結 果,卵孚化後6日 夜 間で

は,沈 降していた仔 魚 の開腔 率 は0%,浮 遊 して

いた仔魚 の 開腔率 は63.3%で あった。卵孚化後7日

夜 間 では,沈 降仔魚 の開腔 率 は16.6%,浮 遊仔

魚 の開腔 率 は60.0%で あった。夜 間異 なる通 気 量

による飼 育実 験の結 果,通 気のストレスが少 ない

300ml/minと ストレスが最も強 いと予想 される3000

m1/minを 比 較 すると,卵孚化 後10日 目の全長 およ

び 生残 率 には有意 差 はなかった。艀 化後10日 目

か ら14日 目にか けての 平均 生残 率は300ml/min

で は34.4%±48.6%,3000m1/minで は
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63.2±26.0%で あった。14日 目にお ける全長 は,両

試 験 区間 に有 意 差 がなかった。

考 察

標の開腔と仔 魚の沈降 本研 究結果から,沈

降仔魚 の標 は未開腔,浮 遊仔魚 の魚票は開腔し

ている傾 向があることが明らかとなった。また,

過去 の研究では標 が収縮した未 開腔 仔魚は,

魚票が膨張した開腔イ子魚より体密 度が高い。2)

未 開腔 仔魚 は,魚票の膨脹 による比重調節 が行

えず,体 密度が高いため沈降速度が速 くなる。

その結果,通 気 による上向きの水流速度 よりも

沈降速度が速 い部分で沈降が起こっていると

考えられる。つまり標 の未開腔は夜間沈降の発

生を助長 する可能性 がある。

夜間通気量 による仔魚へ の影響 ストレスが

最も強いと思われる夜間3000m1/minの 通気量で

飼育した仔魚の生残率が,よ りストレスの小さいと

思われる300ml/minの 仔魚の生産率より高い傾

向を示した。これは,沈 降死を防止するために行

われている強い通気が,仔 魚の生残へは影響し

ないことを示している。少なくとも3000m1/minま

での夜間通気量の増加 は,仔 魚全長の伸長抑

制という悪影響を及ぼさず沈降死を防ぐことが

できる。よってクロマグロ仔魚 における夜 間のみ

の通気 量増加 は,沈 降死防止法として有効で

ある。
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